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四
月
に
入
り
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
の
い
ま
頃
は
、

震
災
直
後
で
余
震
の
続
く
中
、
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
と
心
痛
の
時
期
で
し
た
。
福
島
県

は
、
東
京
電
力
の
原
発
事
故
の
復
旧
、
復
興

が
未
だ
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
昨
今
、
政
府
も
東
電
も
そ
の
こ
と
に

つ
い
て
よ
そ
事
の
よ
う
な
話
し
方
に
一
抹
の

不
安
を
感
じ
ま
す
。

　「
福
島
原
発
事
故
独
立
検
証
委
員
会
報
告

書
」
に
よ
る
と
当
時
の
民
主
党
首
相
、
菅
直

人
と
い
う
人
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
か
っ

た
結
果
、
大
事
故
に
つ
な
が
っ
た
と
穿
っ
た

見
方
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
首
相
に
全

て
の
責
任
を
押
し
付
け
、
そ
れ
で
お
し
ま
い

と
言
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。

　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
目
先
コ
ス
ト
の

安
い
「
原
子
力
発
電
」
に
重
点
を
置
い
た
責

任
は
国
に
あ
る
。
ま
た
、
原
子
力
発
電
所
の

建
設
、
運
営
、
安
全
性
は
、
全
て
、
事
業
者
（
地

域
の
電
力
会
社
）
に
任
せ
、
そ
の
安
全
確
保

を
す
べ
き
国
の
「
原
子
力
安
全
委
員
会
（
常

勤
の
特
別
職
国
家
公
務
員
。
委
員
の
年
収
は
、

約
一
、
六
五
〇
万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
）」、

ま
た
、
原
子
力
発
電
所
等
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施

設
や
産
業
活
動
の
安
全
活
動
の
安
全
確
保
を

使
命
と
す
る
国
の
「
原
子
力
保
安
院
」、
本
来

の
機
能
・
チ
ェ
ッ
ク
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
？
政
府
は
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に

し
、改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
為
政
者
は
、

如
何
な
る
と
き
に
も
「
国
益
」
と
「
国
民
の

利
益
」
が
何
で
あ
る
か
を
考
え
、
判
断
し
、

対
処
す
べ
き
で
す
。
　
　
　
　
　
　（
岩
見
記
）
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税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
難
解
な
雑
損
控
除
」

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

〜
そ
の
５
〜

　

平
成
23
年
12
月
２
日
付
で
「
経
済
社
会

の
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
税
制
の
構
築

を
図
る
た
め
の
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

法
人
税
関
係
の
改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
法
人
税
率
の
引
下
げ

　
　

法
人
税
の
税
率
が
次
の
と
お
り
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
改
正
前
後
の
税
率

の
主
な
も
の
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

（
注
１
）
普
通
法
人
の
う
ち
、
各
事
業
年

度
終
了
の
と
き
に
お
い
て
資
本
の
額
若

し
く
は
出
資
金
の
額
が
１
億
円
以
下
で

あ
る
も
の
又
は
資
本
若
し
く
は
出
資
を

有
し
な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。

（
注
２
）
法
別
表
第
二
に
掲
げ
る
法
人
〔
一

般
社
団
法
人
等
（
非
営
利
型
法
人
で
あ

る
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
法
人
並

び
に
公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法

人
〕
を
除
き
ま
す
。）
を
い
い
ま
す
。

※
適
用
時
期

〔
改
正
前
〕　

平
成
24
年
4
月
1
日
前
開

始
事
業
年
度

〔
改
正
後
〕　

平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
27
年
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
開

始
す
る
事
業
年
度

○
欠
損
金
の
繰
越
控
除
制
度
等
の
見
直
し

１
．
青
色
欠
損
金
等
の
繰
越
期
間
の
延
長

　

青
色
申
告
書
を
提
出
し
た
事
業
年
度

の
欠
損
金
（「
青
色
欠
損
金
」
と
い
う
。）

及
び
青
色
申
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た

事
業
年
度
の
災
害
に
よ
る
損
失
金
（「
災

害
損
失
金
」
と
い
う
。）
の
繰
越
期
間
が

７
年
か
ら
９
年
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
以
下
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
１
）
青
色
欠
損
金
等
が
生
じ
た
事
業
年

度
に
係
る
帳
簿
書
類
の
保
存
要
件
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

（
２
）
法
人
税
の
欠
損
金
額
に
係
る
更
正

の
期
間
制
限
が
７
年
か
ら
９
年
に
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

（
３
）
法
人
税
の
欠
損
金
額
に
係
る
更
正

の
請
求
期
間
が
１
年
か
ら
９
年
に
延
長
さ

れ
ま
し
た
。

２
．
青
色
欠
損
金
等
の
繰
越
控
除
の
制
限

　

中
小
法
人
等
以
外
の
法
人
の
青
色
欠

損
金
及
び
災
害
損
失
金
の
繰
越
控
除
制

度
に
お
け
る
控
除
限
度
額
に
つ
い
て
、

繰
越
控
除
を
す
る
事
業
年
度
の
控
除
前

所
得
の
金
額
の
１
０
０
分
の
80
相
当
額

と
さ
れ
ま
し
た
。

※
平
成
20
年
４
月
１
日
以
後
に
終
了
し
た

事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
損
金
額
に

つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
１
（
２
）（
３
）
は
平
成
23
年
12

月
2
日
以
後
に
法
定
申
告
期
限
が
到
来
す

る
法
人
税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
福
島
税
務
署
に
お
尋
ね
い
た

だ
く
か
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
自
動
車
税
の
定
期
課
税

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は
使
用
者
）

に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
課
税
時
期
を
延
期
し
ま
し
た

が
、
平
成
24
年
度
は
５
月
31
日
（
木
）
を

納
期
限
と
し
て
原
子
力
災
害
被
災
市
町
村

を
含
む
全
県
域
を
対
象
に
課
税
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

（
県
庁
税
務
課　

電
話
０
２
４

－

５
２
１

－

７
０
７
０
）

２３

適用関係 改正前 改正後

普
通
法
人
・
人
格
の
な
い
社
団
等

中
小
法
人
（
注
１
）

又
は
人
格
の
な
い
社
団
等

年800万円
以下の部分

年800万円
超の部分

18％

30％

30％

15％

25.5％

25.5％中小法人以外の法人

適用関係 改正前 改正後

公
益
法
人
等
（
注
２
）

協
同
組
合
等

年800万円
以下の部分

年800万円
超の部分

年800万円
以下の部分

年800万円
超の部分

18％

22％

15％

19％

22％

18％

19％

15％



　

待
ち
に

ま
っ
た
春
の

到
来
で
す
。

昨
年
は
あ

の
大
震
災

で
、お
花
見

ど
こ
ろ
で

は
あ
り
ま

せ
ん
で
し

た
か
ら
、い

つ
桜
が
咲

い
た
や
ら
、
そ
の
あ
た
り
の
記
憶
さ
え
定

か
で
な
い
の
で
す
が
、
今
年
は
例
年
に
な

か
っ
た
厳
し
い
寒
さ
に
凍
え
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
春
の
気
配
が
日
々
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

　

故
郷
を
は
な
れ
全
国
に
避
難
さ
れ
て
い

る
東
北
三
県
十
六
万
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
口
に
し
て
は
申
し
訳
な
い

の
で
す
が
、
全
国
の
桜
狂
い
の
ボ
ル
テ
ー

ジ
は
そ
の
分
も
穴
埋
め
し
て
例
年
の
そ
れ

よ
り
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ん
と

な
く
そ
ん
な
予
感
が
す
る
昨
日
今
日
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
冬
の
寒
さ
が
厳
し
か
っ

た
の
で
、
桜
の
開
花
も
遅
れ
る
だ
ろ
う
と

皆
さ
ん
お
思
い
の
よ
う
で
す
が
、
桜
の
開

花
と
寒
さ
は
実
の
と
こ
ろ
関
係
が
あ
り
ま

せ
ん
。
と
い
う
の
は
桜
は
冬
の
間
は
休
眠

状
態
に
は
い
っ
て
し
ま
い
、
気
温
が
十
五

度
以
上
に
な
ら
な
い
と
成
長
を
始
め
な
い

か
ら
で
す
。
花
は
十
五
度
以
上
の
日
が

二
十
日
以
上
つ
づ
く
と
次
第
に
蕾
を
色
づ

か
せ
ま
す
。
気
象
庁
の
開
花
予
想
は
こ
の

現
象
か
ら
わ
り
だ
し
て
発
表
し
て
い
る
の

で
す
。

　

と
こ
ろ
で
戦
前
の
福
島
の
お
花
見
の
賑

や
か
さ
、
ご
存
じ
の
方
は
も
う
少
数
派
で

し
ょ
う
ね
。
春
の
陽
射
し
の
沸
き
立
つ
気

分
に
加
え
、
娯
楽
の
少
な
い
時
代
に
で
し

た
か
ら
、
お
花
見
は
市
民
に
は
大
き
な
楽

し
み
で
し
た
。
花
の
蕾
が
膨
ら
み
は
じ
め

る
と
招
魂
神
社
「
現
在
の
護
国
神
社
」
の

大
鳥
居
か
ら
神
社
ま
で
の
坂
道
の
両
側

に
は
市
内
の
商
店
が
協
賛
し
た
紅
白
の
提

灯
が
つ
る
さ
れ
、
夜
に
な
る
と
電
灯
が
は

い
っ
て
夜
桜
を
彩
り
ま
し
た
。
大
抵
の
家

庭
で
は
名
物
の
ミ
ソ
田
楽
に
舌
つ
づ
み
を

う
つ
こ
と
を
約
束
事
の
よ
う
に
し
て
、
見

物
に
出
か
け
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
季
節
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
は
国
鉄
（
懐
か
し
い
呼
び
名
で
す
ね
）

主
催
の
仮
装
行
列
で
し
た
。
駅
や
機
関
区

の
職
員
二
、三
百
人
が
参
加
、
全
身
を
真

黒
に
ぬ
っ
た
冒
険
ダ
ン
吉
や
大
名
行
列
な

ど
思
い
思
い
の
仮
装
姿
で
、
信
夫
山
め
ざ

し
て
市
内
の
目
抜
き
通
を
練
り
歩
い
た
の

で
す
が
、
沿
道
に
は
市
民
は

も
ち
ろ
ん
県
北
一
帯
か
ら
の

人
出
も
あ
っ
て
、
大
変
な
賑

わ
い
で
し
た
。
あ
の
桜
狂
い

を
再
現
す
る
手
立
て
は
、
も

う
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

確
定
申
告
真
っ
只
中
で
の
執
筆
で
あ
る
。

複
雑
な
雑
損
控
除
、
多
数
の
方
々
が
申
告
さ

れ
た
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
今
一
度
見
直
し
て
、

洩
れ
が
な
か
っ
た
か
、
控
除
で
き
た
の
で
な

い
か
、
確
認
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
生
活
に
通
常
必
要

で
な
い
資
産
や
事
業
用
資
産
以
外
で
あ
る
。

現
金
、
居
住
用
住
宅
、
家
財
、
車
両
（
生
活

に
不
可
欠
な
も
の
）、
墓
石
等
の
復
旧
費
等

で
、
事
業
用
資
産
は
、
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
。
受
け
取
っ
た
保
険
金
等
は
、
損
失
補

償
、
経
費
補
償
の
意
味
あ
い
か
ら
、
収
入
と

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

損
失
額
の
計
算
は
、
取
得
費
か
ら
被
災
ま

で
の
減
価
償
却
額
を
控
除
し
、
保
険
金
等
を

差
し
引
い
た
金
額
で
あ
る
。

　

住
宅
、
家
財
の
損
失
額
に
つ
い
て
は
、
次

の
計
算
方
法
が
あ
る
。

（
1
㎡
当
た
り
の
工
事
費
用
１
５
８
千
円
×

総
床
面
積=

取
得
費
）
か
ら
経
過
年
数
分

の
減
価
償
却
費
を
差
し
引
い
た
金
額
が
、
住

宅
の
損
失
額
と
な
る
。
こ
れ
に
被
災
割
合
を

乗
ず
る
。

　

家
財
は
、
夫
婦
で
１
１
０
０
万
円
に
同
居

人
、
18
才
以
上
1
人
当
た
り
１
３
０
万
円
、

18
才
以
下
1
人
80
万
円
を
加
算
し
、
災
害
割

合
を
乗
ず
る
。

　

住
宅
、
家
財
等
の
所
有
者
は
、
本
人
の

外
、
生
計
を
一
に
す
る
者
で
、
総
所
持
金
額

が
38
万
円
以
下
の
者
が
所
有
す
る
住
宅
等
も

含
ま
れ
る
。
又
、
夫
婦
等
で
共
有
の
場
合
は
、

損
失
額
は
按
分
さ
れ
る
が
、
共
有
者
が
総
所

得
金
額
38
万
円
以
下
の
場
合
は
、
按
分
の
必

要
は
な
い
。

　

損
失
額
以
上
の
災
害
関
連
支
出
及
び
原
状

回
復
費
用
が
あ
る
場
合
は
、
所
定
の
計
算
に

よ
り
損
失
額
を
計
算
す
る
。

　

被
害
割
合
は
一
部
損
壊
5
％
、
半
壊
50
％
、

全
壊
１
０
０
％
で
あ
る
。
又
一
年
内
に
取
り

壊
し
又
は
除
去
し
た
と
き
は
全
壊
と
し
、
そ

れ
ら
の
費
用
も
含
ま
れ
る
。

　

雑
損
控
除
は
、
他
の
控
除
等
の
前
に
計
上

さ
れ
る
為
、
所
得
金
額
を
越
え
た
部
分
が
翌

年
に
繰
越
さ
れ
る
。
障
害
者
、
不
溶
基
礎
控

除
等
が
計
算
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。（
こ

の
件
に
つ
い
て
東
北
税
理
士
会
は
、
基
礎
控

除
後
に
雑
損
控
除
を
す
べ
き
で
あ
る
旨
、
以

前
に
改
正
要
望
し
て
い
る
。）

　

確
定
申
告
期
限
後
で
あ
っ
て
も
、
申
告
可

能
で
あ
り
、
修
正
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
又
、

24
年
中
に
修
繕
費
等
が
あ
っ
た
場
合
は
24
年

度
の
申
告
と
な
る
。

　

雑
損
控
除
の
計
算
で
不
明
な
こ
と
は
、
税

理
士
に
相
談
す
る
か
、
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
計
算
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

松
浦　

敏
幸

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
難
解
な
雑
損
控
除
」



4
2012

　

数
多
い
会
社
を
訪
問
し
て
き
た
が
、
こ
ん

な
に
近
い
会
社
は
初
め
て
だ
。
な
に
し
ろ
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
７
Ｆ
に
あ
る
福
島
法
人
会

の
廊
下
を
は
さ
ん
で
向
か
い
に
あ
る
福
島
人

材
派
遣
セ
ン
タ
ー
な
の
だ
。

　

平
安
時
代
、
平
泉
や
義
経
と
縁
が
深
か
っ

た
金
売
吉
次
。
そ
の
父
親
が
「
人
買
い
藤
太
」

と
呼
ば
れ
福
島
市
の
平
石
で
人
材
派
遣
の
仕

事
を
し
て
い
た
、
と
伝
説
に
あ
る
。

　

現
在
、
電
話
帳
を
調
べ
て
も
人
材
派
遣
の

会
社
は
数
多
い
。
が
、
こ
の
会
社
、
労
働
者
派

遣
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
六
十
一
年
に
設
立

さ
れ
た
か
ら
、
こ
の
業
界
の
先
駆
け
と
い
っ
て

も
よ
い
と
思
う
。
そ
れ
も
母
親
で
専
業
主
婦

だ
っ
た
安
田
ツ
ギ
ヱ
氏
が
初
代
社
長
と
聞
い

て
び
っ
く
り
。
そ
の
上
、
法
人
株
主
が
東
邦
銀

行
と
福
島
銀
行
な
の
だ
。
肝
っ
玉
母
さ
ん
、
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、凄
い
女
性
だ
っ
た
ら
し
い
。

　

派
遣
サ
ー
ビ
ス
は
簡
単
に
い
う
と
、
派
遣

ス
タ
ッ
フ
と
こ
の
会
社
が
契
約
を
結
び
、様
々

な
企
業
に
労
働
力
を
提
供
す
る
。
派
遣
期
間

も
単
発
、
短
期
、
長
期
と
様
々
。
仕
事
の
内

容
も
、
事
務
職
か
ら
販
売
、
営
業
、
医
師
、

看
護
師
、
通
訳
、
翻
訳
、
秘
書
と
多
岐
に
わ

た
り
、
こ
こ
で
は
書
き
き
れ
な
い
。
取
引
会

社
も
役
所
関
係
、病
院
関
係
、マ
ス
コ
ミ
関
係
、

商
業
関
係
な
ど
優
良
企
業
約
一
千
五
百
社
と

契
約
し
て
い
る
。

　

二
代
目
社
長
の
安
田
敬
氏
は
昭
和
四
十
三

年
福
島
市
生
ま
れ
。
県
立
福
島
高
校
を
卒
業

す
る
と
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

少
し
南
に
あ
る
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
大
学
に
入

学
し
た
。

　

自
分
の
英
語
が
通
じ
る
と
思
っ
た
が
、
そ

う
は
甘
く
は
な
い
。
日
本
だ
っ
て
青
森
弁
と

鹿
児
島
弁
で
は
な
か
な
か
通
じ
な
い
の
と
同

じ
だ
と
初
め
て
理
解
し
た
。
こ
の
大
学
、
な

ぜ
か
ゴ
ル
フ
ば
か
り
を
や
っ
て
い
る
。
一

年
半
で
日
本
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
の
と
き

二
十
一
歳
。

　

福
島
人
材
派
遣
セ
ン
タ
ー
に
入
社
し
た
が
、

そ
の
年
、
郡
山
に
支
社
を
つ
く
る
と
い
う
の

で
、
そ
の
立
ち
上
げ
に
郡
山
駅
前
に
事
務
所

を
構
え
た
。
そ
こ
で
約
十
三
年
間
、
業
務
拡

張
の
た
め
夢
中
で
働
い
た
。
郡
山
の
い
ろ
ん

な
企
業
の
社
長
さ
ん
に
会
っ
た
こ
と
が
大
き

な
財
産
と
な
り
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
十
六
年
母
で
あ
る
初
代
社

長
が
亡
く
な
り
、
社
長
に
就
任
し
た
。

「
人
材
派
遣
と
い
う
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
は

㈱福島人材派遣センター

安田 　敬氏
（福島市三河南町１－２０）
（024）521-5111㈹

代表取締役社長

絵
・
文　

や
や
ま
ひ
ろ
し

何
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
務
所
に
は
五
名
ほ
ど

し
か
い
な
い
よ
う
で
す
が
」

「
派
遣
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
契
約
し
て
い
る
人
財

は
約
二
百
名
か
ら
三
百
名
お
り
ま
す
。
私
の

目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で
仕
事
を
し
て
い
る

訳
で
す
か
ら
、
そ
の
人
の
才
能
、
人
柄
を
通
じ

て
認
め
る
こ
と
。
全
面
的
に
ま
か
せ
る
、
と
い

う
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

と
し
て
は
ゆ
と
り
を
持
っ
て
仕
事
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
大
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

「
日
頃
、
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
」

「
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
斎
藤
保
社
長
の
言
っ
た
『
随
所
作

主
』
と
言
う
言
葉
で
す
。
一
生
懸
命
や
る
と

本
当
の
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な

意
味
で
す
」

　

セ
ン
タ
ー
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
感
じ
の
良

い
応
対
に
感
動
し
な
が
ら
向
か
い
の
法
人
会

の
事
務
所
に
戻
っ
て
き
た
。

【
　
月
の
こ
よ
み
】

４
月
か
ら
地
デ
ジ

『
ジ
デ
ジ
を
あ
ら
そ
う
…
か
』
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お知らせ
セミナー講師の浦上俊司氏

セミナーの様子

24・3・7
　セミナー　「新規開拓・飛込み 営業の極意」
　講　師　浦上俊司氏（営業コンサルタント）
24・3・16
女性部会 3月例会（会員スピーチ）
　演　題　「米寿を迎えての想い」
　講　師　菅野テルさん
　　　　　（菅野建設㈱取締役会長）
24・3・19
青年部会 25 周年記念例会
24・3・28
平成 23 年度第 3回理事会


